








かかる選好の下で， Barro = king (2Jは，消費と余暇の反対方向への





接近法は，実物的景気循環論 (realbusiness cycle theory) と呼ばれる。
(実物的景気循環論の展望として，例えば， McCallum (1 4J， Arnold (lJ 
等参照。また，時間的分離不能効用函数の適用例として， Eichenbaum = 


















































































Yf - 6)tF(Kt, Ht)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)
で表わされるものとする｡ただし, Kt,Htは,それぞれ資本,労働の投
入量であり, ∂F/az>0, ∂2F/∂22<o(I-Kt, Ht)と仮定される.
また, Otは函数Fに乗法的に作用し続ける外生的生産性撹乱(pro-































る割引価値をV(kt, C卜1)で表わせば,最適計画(eT, lT)T=t Gこ対して
6 
V(札 Ct-1)==max 2J s7;- tU (Ct， Ct-hん)= 2J s7;- tU(ム， Ct-h lt) 
(1) 
がしたがう。 ι，Cト 1 に条件付きの期待値オペレータを E*とし Ut*= 
~ s7;- tU(et， Ct-h lt)と設定すれば， (1)式は
V (kt， Ct-1) =maxEt[ U (c t， Ct-hん) + sUt+1 I丸山一1]
=maxEt{ U (c t， Ct-hん)
と表現し直される。
+ sEt+1[ Ut*+l I kt+h Ct] I丸 Ct-1}
=mpEt{U(ct，Ct-I，L) 
+βmaxEt+1[ Ut+1 I kt+1， Ct] I札 Ct-d
=mq子Et{U (c t， Ct-hん) + sV(kt+h Ct) I丸 Ct-1}
=mq子U(c t，Ct-h lt) + sEt[ V(kt+h Ct)] ω 
(1 2)式は，上の問題(側式)が
V(KM，ct-1)=mTU(ct，Ct-l，ん)+sEt[V(kt+h Ct)] 
S.t. kt+1 = (1- s) ι+θtF (kt， 1-1 t) -Ct (13) 
と表現し直されることを示唆している。 (13) 式の目的函数は，状態評価函






Uc (t) = sEt[ V' (kt+h Ct)] (1 4) 
Ul(t) =sθtFhtEt[ V' (kt+h Ct)] (15) 


































AOtF(kt, ht) - 6)tF(Akt, Aht)　　　　　　　　　　　　　　　伽)
がしたがい,さらに, 00)式を)に関して微分して)-1と設定すれば
OtF(kt, hf) - 6)i (Fhtkt+Fhthi)　　　　　　　　　　　　　el)
なる関係がしたがうo (18),(19)式を飢)式に代入すれば
yt - rtkt + u)tht　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢2)
がしたがう.ただし, ytは, -人当たりの所得額を表わすo (22)式は,企
業の均衡利潤がゼロとなる条件を与えている.さらに, Cz2)式を考慮すれば,
資本の保有者たる消費者の予算制約式













Uc(i) -βEtlV′(kt十1, Ct)] 鍋
習慣的消費下における分割不能労働と景気循環　　　9
UL(i) -Bu)tEtl V'(kt.1, Ct)]
がしたがい,さらに,包路面定理を適用すれば,







ki.1- (1-8)kt+軌F(kf, ht) -ct
Uc(t) -βEtlV′(kt.1, Ct)]
Ul(i) -β6)tFhtEtl V′(kt.1, Ct)]



















































ct8-1C東Itq-αBEt[cte･1Ct-ea-1号Itq･l]-8Etl V′(kt･1, Ct)] (3n
cleCtleTilt7-1- 8wtEtl V, (kt+1, Ct) ]
で表わされる｡
さらに,状態評価函数に包路面定理を適用すれば












EtlV'(kt.I, Ct)]-βEtl(1-8+rt.1) V'(kt.2, Ct.1)]　　　(41)
を得る｡
(41)式の両辺にβを乗じて(40)式に代入し,再び(37)式を考慮すれば
ct8- 1 C{-elailtq - aeEt l cte･ 1 Ct- Oa- ll-ltq･ I ]












MUc - ct8-1ct--eTil巨αGEt [cte･lCt-Oa-liltq･1]
MUL - CteCt--elqi lt7 -1
で与えられる｡
このとき,期間内代替率
MRSinqt,ron - # - (%) U(ct, Chl, lt)
U(ct, Cト1, lt) -αβEL U(ct+I, Ct, lt.I)
RmE





























MRSinat,eor- Et MUz(i+1) -
cteilt7- 1
ctect--81ai lt7 - 1












_71 Ct ¥lia 
dMRsmt; d _1¥ iT T lC' lnter ，/ U ¥ Ct-1) ~ùla>o = MRS1~~A" x ¥ f1ー 1/














1) 本項の議論の多くを Arnold(1) (Chap. 5)に負う。
2) かかる特定化は， Seckin (1 8)に負う。
3) 生産性撹乱は， i. i.dである必要はなく， Hansen (9)は，一階Markov過程
(日 rst-orderMarkov process)を採用するごとくである。
4) かかる帰納的接近法 (recursiveapproach)に関して， Sargent (1 7)， Stokey 
= Lucas， ]r. = Prescott (1 9)， Ljungqvist = Sargent (1 3)等参照。





7)上の効用函数の特定化は, Seckin, ob. cit.,に負う｡









































































め[cf-ldt(1一ゆth)7J] + (1一供 )cf-ldt
ー αsEt{恥 1[cf+ICF80ーす(1一ゆt+lh)7J]+(1 一恥1)Cι1ci 8a - 1 ~ } 





すcMす(1一州ーす ω 寸-叫す ωf(1一仇州め w甲→










め[C 円吟(1- q) th) 17] +日川ldt
ーα.sEt{ 恥1[CLl rlt (1 一ゆt+1h) 17]+ (1- 恥恥州1)山 Ff戸什円8何炉叫aト刊-1寸す
=sE処叫fイ(い世恥川t+刊1[ 仙寸(α1 一め+1h) 17]+ (1- q) t+1) cf+fc寸
-as[ ぃ[cfdff1す(1- ゆt+2h) 17] + (1 一的 )Cμr寸
(60) 
がしたがう。同様に，雇用確率に関する Euler方程式
よcfたCt:埠f斤?よ(は 1一世tρ一よcfc一件一件 |よ C♂0~Cr 己埠訓f汗引fれ(は1一4叫t必め即肘甲ト刊-→lIl l.. t l.. t-1 7J 'f' tL () l.. t l.. t-1 ¥.l 'f' tfbJ nJ 
=s{す山寸(1 めー+1h) 17ーすcμ戸











It - 1- 卓th-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63)
がしたがうから,雇用確率の決定は分割可能な余暇の消費量の決定を意味
する｡したがって,余暇に関する限界効用は














MRSinat,rod -豊- MRSinqt-roe x










- MRSinat-eor x (告)ea
がしたがう｡
前節の議論を適用すれば,再び




































































V(kt ･ ct-1) --aX蝿cg(1,Ct-181ai(トhlq
･pEtlV(kt･1(1),Ct(i,)])
十(1- 4t) (古cg(2) Ct1-07‡
･cEtlv(kt･1(2,,C"2,)]) (75)
習慣的消費下における分割不能労働と景気循環　　23
S.i. (73) and (74)
で与えられる｡
雇用時,失業時における消費が満たすべき最適必要条件は,それぞれ




























































・Cl = U - C~(l) (1一五)可 借り
で表わされる。したがって， (87)式を考慮、すれば，
( Cd2)¥2-lJ f d(2) ct" !f 一αsE t[d+l(2) c;お] l MRS1~~g= MRSm~8 ・(一一ー) | | 
¥Ct (1) / L d (1) ct" !f 一αsEt[d+l (1 )C;tl)] J 
担8
がしたがう。
しかるに，f) く1，Cdllくの(2)なる関係を想起すれば，右辺の[ ]内は 1




9) 一般均衡労働市場における非凸性の議論として， Coles (4)参照。
10) Rogersonのアイディアは， unpublished rnanuscriptの形で既に展開されていた
のが， Rogerson (15)として刊行されたのは， 1988年で，それに先立つて Hansen
(9)が1985年に刊行されてしまった経緯がある。
1) 消費集合の凸化のためには， X 1 x X 2x (0 ， 1) なる直積集合の形成が必要とされる。
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